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【中枢軸索の機能解析】
　神経細胞は樹状突起や細胞体からシナプス入力を受け、軸索
を介して活動電位を出力する。軸索は神経細胞の唯一の出力で
あり、脳の神経回路における高速で安定な情報伝達の中心的な
役割を担う。しかしながら、脳の軸索は極めて細く、電気生理
学的手法による詳細な機能解析はこれまで困難であった。

　近年、パッチクランプ法による軸索膜からの直接記録が大き
く進展し、中枢軸索の機能とその制御機構に関する古典的理解
が急速に塗り替えられつつある。私たちは、マウス海馬スライ
スを用いて、脳の軸索で最も研究の進んでいる海馬苔状線維の
軸索終末から電気的活動を直接記録し、その制御のしくみを理
解することで、脳の軸索の基本的な動作原理を解き明かしたい
と考えている。
　海馬苔状線維は例外的に大型の軸索終末をもち、また、軸索
上に複数の終末を配する、皮質軸索に典型的な通過型軸索の構
造を有する。パッチクランプ法を駆使した最新のサブセルラー

記録により、通過型軸索における情報伝達の制御機構を明らか
にしたいと考えている。脳の神経生物学研究のブラックボック
スである軸索の機能解析を進めることで、脳の機能と病態を理
解する基礎とすることを目指している。
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